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～どなたでも～

 7月  7日

岡内公子さんに海外女性派遣に参加

して感じたことをお話していただい

たり、フリートークをします。

園医師にゆっくり相談できます（予約要）

発音や声の出し方などボイストレーニング

をまじえて身につけていきましょう。

～お気軽にどうぞ～7月の主な活動

「ふしぎな部屋へようこそ」をテーマに

紙芝居や手あそび、絵本をたのしみます。

　体 験 保 育 同じ年齢のクラスに入って

いっしょにあそびましょう。　　　　 10:00～12:00

 7月 27日

　　　　　　　高松保育園内地域子育て支援センター
     　　　　TEL:087-821-9347   FAX:087-851-0857

　　　　　　　　　http://www4.ocn.ne.jp/~kouma/

金

 7月 14日 土

出産予定の方も育児体験においで下さい。

　 入園・見学についての相談もどうぞ。　（但し、月・日曜・祭日は休み）

　 ので、親子でご来園下さい。

　・火～金の13時～16時までは、園内開放しています    育児相談（月～土）9：00～18：00

 　しつけや子育てについての悩み、保育園生活、

　体 験 保 育

　     　10:00～12:00

  健康・育児相談

 7月 13日 金

 7月 19日 木

　スピーチ講座

　       14:00～16:00

  おはなしの会

　　　 　10:00～11:30

 7月 28日 土

　　　　 11:00～12:00

　香川みすゞさんの会

　   　　14:00～16:00

香川県高松市御坊町２－２

高松保育園 地域子育て支援センター
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 この世に生を受けた赤ちゃんが、24時間もたたないうちに命を落とす、そんな悲劇 

が世界では年間150万人に起こっています。 

  

 

○ユニセフ（国際連合児童基金）日本人職員よりのレポート 

〈エチオピアの出産事情について〉 

 アフリカ東部の最貧国のひとつ、エチオピア。この国では9割の赤ちゃんが自宅で生ま 

れています。地方でよく目にするわらぶきの家々には、人と家畜が一緒に住んでいて、赤 

ちゃんが生まれる土間の近くで牛が排泄している光景も珍しくありません。お産に使うき 

れいな水がないことも多く、赤ちゃんの身体を清潔に保つことが難しいため、敗血症など 

で毎年何万人もの新生児の命が失われています。 

 また、ほとんどの場合お産に立ち会うのは、専門知識に乏しい家族や近所の女性たちで、 

赤ちゃんが極度に弱った状態で生まれたり、呼吸困難に陥ったりしても蘇生ができず、そ 

のまま死に至ってしまうケースが多くあります。 

 安心して出産できる施設が極めて尐ないエチオピアには、質の高いケアや設備の充実し 

た病院がもっと必要です。 

 一方で、病院のない遠隔地でも、一刻を争う新生児の命を守る方法があります。救命ス 

キルをもった人材を数多く育て、広大な国土の全域に送り出すことで、より多くの命を守 

ることができるのです。ユニセフは政府とともに、国内各地で地元の人々を助産師や保健 

員に育成し、お産の介助だけでなく、栄養や衛生の指導、予防接種を行うなどして、確実 

に子どもの死亡を減らしています。これまでに3万人以上の保健員が誕生していますが、 

お産の実地訓練や器材、薬など、まだまだ足りないものばかりです。 

 エチオピアでは今も、年間10万人以上の新生児が命を落としています。何ヵ月もおなか 

の中で育ててきたわが子が、生まれてすぐに亡くなってしまう。それがどれほど辛いこと 

か、私も出産を控えているので身につまされます。赤ちゃんの死をこの国から、この世か 

らなくしたいと心から願い、日々全力で活動しています。 

                   ロビンソン 麻己 －エチオピア事務所 保健オフィサー 

                                 モニタリング・評価担当 

 

 

○ユニセフ事務局のアンソニー・レーク氏より 

  サハラ砂漠の南西に位置するマリ。ユニセフのスタッフが診療所で日々目の当たりにし

ているのは、生後わずか数時間で死に直面する赤ちゃんたちです。多くは未熟児で、周辺 

 

 



 

 

 の村々で生まれた後、容態が急変して連れてこられます。深刻な低体温症に陥っている赤 

 ちゃんもいます。すぐに温めないと命にかかわりますが、保育器がないため、医師と助産

師が電球をいくつも点けて温めます。それでも赤ちゃんはぐったりとして動きません。母 

 親が小さな手を取って呼びかけると、かすかに指を握り返します。生まれたばかりの小さ 

な身体で、生きようと必死に闘っているのです。 

  生まれた直後は、外界への抵抗力がほとんどないため、最も命の危険にさらされます。

出産時に、助産師の介助や適切なケアを受けられない開発途上国の赤ちゃんは、出産直後 

 から低体温症や呼吸停止などに命を脅かされます。さらに、無防備な新生児にとって致命

傷となるのが、不衛生な自宅での出産です。アフリカや南アジアでは、大半の母親がきれ 

 いな水もトイレもない家の土間などで出産しています。汚れた器具や傷口から破傷風など

の感染症にかかり、生後まもなく命を失う赤ちゃんは毎年数十万人にのぼります。 

  医師や診療所、専門知識をもった助産師が足りないことも大きな問題です。たとえばマ

リでは助産師にかかることのできる家庭は約半数にすぎず、赤ちゃんに異常があってもす 

 ぐに対処することが難しく、遠くの診療所に連れて行く頃には手遅れになってしまうので

す。 

  こういったなかで、ユニセフは、新生児の命を守るための総合的な取り組みを進めてい 

 ます。それには、まず、赤ちゃんが元気に生まれてくるように、助産師や保健員が妊産婦

のいる家々を訪ね、おなかの赤ちゃんの成長に必要な栄養素を配ったり、衛生的な出産の 

 大切さを話したりします。同時に、抗マラリア薬の投与や破傷風の予防接種も行ないます。 

  出産後24時間は、新生児の死亡率が最も高くなるため、母子の状態を注意深く見守りま

す。保健・衛生相談も行います。1ヵ月が無事に過ぎたら予防接種の準備を始め、赤ちゃん 

 を栄養不良にしない半年間は母乳で育てます。その後も定期的な発育観察など、途切れの

ない活動を続けていきます。 

  このような出産前後の母子保健に重点を置いた実践的な取り組みが、今、世界各地で多

くの新生児の命を守っています。出産直後の家庭訪問に力を入れて、新生児死亡数を60％

削減したバングラデシュの村もあります。 

  最も危険にさらされる新生児期、とりわけ最初の24時間を生き抜くことは、その後の成

長への扉を開く大きな一歩となります。だからこそユニセフは、この重要な時期の子ども

たちを最優先で守ることに力を注いでいます。かけがえのない命を守るため、みなさまの

ご支援を心よりお願い申しあげます。 

 

 

 

 



 

ユニセフ募金は、世界中のすべての子どもたちを守るために活用されます。たとえば2010年には… 

 

  世界各地で予防接種  ： 幼い子どもたちの主な死因のひとつであるはしかの予防 

接種を1億7,000万人の子どもに実施しました。 
 

  栄養不良を防ぐために  ： すぐにたべられるペースト状の栄養補助食を2万700トン、 

               子どもの抵抗力を高めるビタミンAを6億3,350万錠提供し

ました。 
 

 自然災害などの緊急救援 ： 世界98カ国で年間300件近い緊急事態に対応、地震や 

               洪水などの被災地に12億3,000万錠の浄水剤を届けました。 

 

 

 

《東日本大震災 復興支援活動のご報告》 
 

 被災した子どもたちのために、国内のみならず世界中からあたたかなご支援が寄せられま 

した。日本ユニセフ協会は、多くの企業やパートナーと力を合わせ、岩手・宮城・福島県下 

80以上の市町村で緊急・復興支援を展開、現在も下記をはじめ幅広い分野で活動を続けてい 

ます。なかでも、被災した園舎・施設の再建工事に力をいれ、現在、幼稚園２棟、保育園５

棟、障害児ケア１棟、学童保育施設1棟の再建が進んでいます。これらの施設はすべて今夏

を目処に完成する予定です。 

              

 

 

 

 

 

 ＊「金子みすゞ物語～みんなちがって、みんないい～」がテレビで放映！ 

  2012年7月9日よる9時より2時間ドラマとしてTBS系（香川県では、6チャンネ

ル山陽放送）にて放映されます。 

  金子みすゞさんの生き方に魅了された石井ふく子先生が、「どうしても、もう一度やって 

 みたかった」と、1年以上前から再ドラマ化を計画、台本を６稿まで練り上げました。今回

は、みすゞと弟正祐の青春を描きたいと、上戸彩さん、今井翼さんのふたりを主役にキャ

スティング。みすゞ役の上戸さんは、「ひとこと、ひとこと、こころをこめて演じたい」「代

表作になるようがんばりたい」と。 

         今井 翼（上山正祐）／ 西郷輝彦（上山松蔵） 
         高嶋礼子（上山ミチ）／ 奈良岡朋子（金子ウメ）ほか 


